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区画整理委員会の委員となる。第 1回会合は震災の翌年 24年の 2月 18日、最
終答申は 4年後の 28年 12月 28 日であった。この結果、本湊町 27、28番地を
本拠とする 764 坪の減歩率は 0.123、本湊町界隈の宅地面積の減歩率が 0.215 で
あったから、久信の地はその半分に抑えられている。しかもそれぞれ区画整理街
路の交叉する角地を獲得した。久信の「委員としての活躍」のほどが偲ばれるわ
けである。
246 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2014』
こののち、久信は東京郊外の小金井新田・関野新田の土地や東横線網島温泉駅
近くの山林 4500 坪を買得、さらに貸地業に邁進する。これは「震災復興」とい
う語から名もなき市民が震災後もそれぞれの不幸を乗り越えてたくましく生きる
であろうという予定調和のお話ではなく、「福井家文書」によって実証的に明ら
かにされた東京市民、より正確には都市中流層の震災を生き抜いた具体的な足取
りである。
──近代家族像の演出
福井家の久信、妻の階子、娘 5人、息子 2人の一家は、網島に得た土地を別
荘代りにモダン生活を楽しんだという。しかし、子供たちは 4500 坪という広大
な敷地の中だけで遊ぶことが許されていたという長尾洋子の証言は、なかなか意
味深長である。「江戸の地霊」に導かれて東京進出を果たし、その根を広くはり
めぐらした彼らの「東京の地縁」は、「東京」において完結するものであって、
中流上層階級が目指す「モダンライフ」スタイルを輸出するために、地方への地
縁を求めるものではなかったことを意味しているからである。
そのことは、成城学園の成立についてもあてはまる。成城学園は子弟を通わせ
る保護者たちによって土地買得から地所経営まで、保護者の組合が担ったとされ
ている。そこに住まう人々は東京のインテリ層であり、東京の中心部からの不便
さゆえになかなか土地の購入者が増えなかったが、ようやく小田急線が開通、成
城学園前に停車場ができて住人が増えていく兆しが見えたというのである。しか
し、ここに住まう人々は、柳田國男、今村明恒など「教養の上にも富の上にも恵
まれた人々」であり、周辺の農村部の住民にとっては、地方において学園街とい
う囲われた一角にモダン「東京」が出現したもののごとくであったと思われる。
──おわりに
鈴木努の「福井家文書」解題は、文書の取得から整理、整理の方式、管理に至
るまで用意周到な説明で、この文書群がもつ意味合いを伝える。この資料から、
東京市だけでも 6万 8千人という死者を出したこの大震災のなかで、自宅の全
焼、商売基盤の家作の焼失などの痛手を蒙りながらも生き抜いた、「昭和戦前期
の都市中間層」を体現した人物の概要が把握できる。しかし、福井久信は 1937
年 41 歳で亡くなり、その後を母親たけと妻階子が経営を受け継ぎ、家業を持ち
こたえた。この二人の女性への目配りこそ、本書が、安穏に「東京に暮らす」の
ではなく、「東京」に対峙して「東京をくらす」人びとの物語であることにわた
しは納得したのである。
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